
　主な収入としては、事業主及び被保険者の皆さんからの保険
料収入の78億8,769万円（総収入の94.0％）です。

　主な支出には、保険給付費38億7,767万円と納付金35億3,155

万円があり、総支出の88.3％を占めます。また、特定健診・特定保
健指導・人間ドック・主婦健診等の疾病予防、体育奨励や各種の
情報提供を行うための保健事業費として4億5,468万円計上して
います。今年度も厚生労働省の提唱する「第２次健康日本21」の
考えを踏まえ、事業を推進していきます。
　予備費は、不測の出費に対処するために、2億6,185万円計上
しました。

2 3

令和2年度は、一般保険料率に変更はありませんが、介護保険料率が変更になります。

　予算総額は、83億9,503万円で、令和1年度予算と比べ約1億円の増となります。

収入の状況
収入の状況 支出の状況

支出の状況
介護保険収入予算

健康保険支出予算
科　　目 内訳（％）予算額（千円）

事務所費
保険給付費
　　法定給付費
　　付加給付費
納付金
　　前期高齢者納付金
　　後期高齢者支援金
　　退職者給付拠出金
　　病床転換支援金
保健事業費
還付金
財政調整事業拠出金
連合会費
その他
予備費

計

124,304
3,877,666
3,688,955
188,711
3,531,548
1,378,880
2,152,588

71
9

454,678
331

137,200
2,379
5,077

261,851
8,395,034

1.48
46.19
43.94
2.25
42.07
16.43
25.64
0.00
0.00
5.42
0.00
1.64
0.03
0.06
3.11

100.00

介護保険料収入
繰越金
繰入金
国庫補助金受入
雑収入

計

1,176,212
0

50,000
1
3

1,226,216

95.92
0.00
4.08
0.00
0.00

100.00

令和２年度予算のなかで、重要な支出科目である保険給付費と納付金の状況について説明します。

　保険給付には、法定給付と付加給付があります。皆さんが医療
機関で診察を受けた際の健康保険負担分の支払いや、傷病時や
出産時の給付をしています。近年の高齢化、生活環境の変化によ
り一人当たり給付費に増加傾向が見られます。

●保険給付費
　監督官庁から示された計算式と諸率で計算をした当健康保険組
合の前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等は全国の前期高
齢者医療費の増加や後期高齢者支援金の総報酬割による負担
の影響で今後増加が見込まれます。

●納付金

健康保険収入予算

健康保険料率負担割合

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

事業主 合計被保険者

健康保険収入
　　保険料
　　国庫負担金収入
調整保険料収入
繰入金
国庫補助金収入
財政調整事業交付金
雑収入

計

7,887,688
7,885,840

1,848
137,200
300,001
3,766
43,764
22,615

8,395,034

93.96
93.94
0.02
1.64
3.57
0.04
0.52
0.27

100.00

1000
47.5

1000
31.5

1000
79

（令和2年3月1日より適用）

介護保険料率負担割合
事業主 合計被保険者

1000
7.5

1000
7.5

1000
15

（令和2年3月1日より適用）

　予算総額は、12億2,622万円で令和1年度予算に比べて約1,735万円の増加となりました。 令和2年度は、納付金が全面総報酬
割になったことによる負担増の影響により、介護保険料率は15／1000 に変更になります。

　収入予算は、主に事業主及び介護保険第2号被保険者と特定
被保険者の皆さんからの介護保険料収入（11億7,621万円）です。

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

介護保険支出予算

介護納付金
還付金
積立金
予備費

計

1,186,007
99
1

40,109
1,226,216

96.72
0.00
0.00
3.28

100.00

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

　支出予算の主なものは、国から通知された介護納付金11億
8,601万円です。介護勘定は、健康保険組合が被保険者の皆さん
から介護保険料を徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ介護納
付金として納付するためのものです。令和1年度の介護勘定で生じ
る収入支出の残金は、最終的には令和1年度決算の組合会で決定
されますが、全額法定準備金に繰り入れる予定です。

令和２年度・令和１年度予算対比

8,395百万円
令和2年度

8,294百万円
令和1年度

（百万円）

収
　入

（百万円）

支
　出

8,395百万円
令和2年度

8,294百万円
令和1年度

交付金 73
補助金  4

雑収入  28

繰入金 300

調整保険料
収入
135

健康保険料
収入
7,754

交付金 44

補助金  4

雑収入  22

繰入金 300

調整保険料
収入
137

健康保険料
収入
7,888

納付金
3,500

保険給付費
3,795

予備費  290
連合会費  2
その他 6

還付金
0

財政調整事業
拠出金
135

事務所費
128

保健
事業費
438

0

2000

4000

6000

8000

10000

0

2000

4000

6000

8000

10000

納付金
3,532

保険給付費
3,878

予備費  262
連合会費  2
その他 5

還付金
0

財政調整事業
拠出金
137

事務所費
124

保健
事業費
455

●介護保険料率について
　令和2年度の介護保険料率は、介護納付金が全面総報酬割（総報酬額に応じた負担）になったことによる負担増の影響
により、15／1000に変更になります。

●コラボヘルスについて
　令和2年度も事業主とのコラボヘルスとして、健康寿命の延伸を目的とした健康日本21の考えに基づき、第1次予防に
向けた取り組みに力を入れていきます。

●特定健診・特定保健指導について
　特定健診・特定保健指導の受診率・実施率向上に向けた取り組みをしていきます。

令和２年度の予算が、去る2月17日に開催された健康保険組合の組合会において可決承認され、監督官庁に
健保予算に係わる届出書を提出しました。監督官庁に提出した「一般勘定」と「介護勘定」、それぞれの令和２
年度予算について概要をお知らせします。

健康保険組合予算成立！令和2年度

健康保険（一般勘定）1 介護保険（介護勘定）2

令和2年度  任意継続被保険者の保険料のお知らせ
　横河電機健康保険組合の令和2年度の平均標準報酬月額は470,000円となりました。よって任意継続被保険者の令和2年度
標準報酬月額の上限は470,000円となりました。470,000円の場合の月額保険料は下記のとおりです。

＊任意継続被保険者の標準報酬月額は、退職時の標準報酬月額か前年度9月30日現在の当組合の平均標準報酬月額470,000円のいず
れか低い額となっています。

退職時の標準報酬月額が470,000円未満　　   　 退職時の標準報酬月額となります

退職時の標準報酬月額が470,000円以上　　   　 標準報酬月額は470,000円となります

標 準 報 酬 月 額

470,000円令和2年４月分保険料より

健 康 保 険 料

37,130円

介 護 保 険 料

7,050円

月 額 保 険 料

44,180円



　主な収入としては、事業主及び被保険者の皆さんからの保険
料収入の78億8,769万円（総収入の94.0％）です。

　主な支出には、保険給付費38億7,767万円と納付金35億3,155

万円があり、総支出の88.3％を占めます。また、特定健診・特定保
健指導・人間ドック・主婦健診等の疾病予防、体育奨励や各種の
情報提供を行うための保健事業費として4億5,468万円計上して
います。今年度も厚生労働省の提唱する「第２次健康日本21」の
考えを踏まえ、事業を推進していきます。
　予備費は、不測の出費に対処するために、2億6,185万円計上
しました。
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令和2年度は、一般保険料率に変更はありませんが、介護保険料率が変更になります。

　予算総額は、83億9,503万円で、令和1年度予算と比べ約1億円の増となります。

収入の状況
収入の状況 支出の状況

支出の状況
介護保険収入予算

健康保険支出予算
科　　目 内訳（％）予算額（千円）

事務所費
保険給付費
　　法定給付費
　　付加給付費
納付金
　　前期高齢者納付金
　　後期高齢者支援金
　　退職者給付拠出金
　　病床転換支援金
保健事業費
還付金
財政調整事業拠出金
連合会費
その他
予備費

計

124,304
3,877,666
3,688,955
188,711
3,531,548
1,378,880
2,152,588

71
9

454,678
331

137,200
2,379
5,077

261,851
8,395,034

1.48
46.19
43.94
2.25
42.07
16.43
25.64
0.00
0.00
5.42
0.00
1.64
0.03
0.06
3.11

100.00

介護保険料収入
繰越金
繰入金
国庫補助金受入
雑収入

計

1,176,212
0

50,000
1
3

1,226,216

95.92
0.00
4.08
0.00
0.00

100.00

令和２年度予算のなかで、重要な支出科目である保険給付費と納付金の状況について説明します。

　保険給付には、法定給付と付加給付があります。皆さんが医療
機関で診察を受けた際の健康保険負担分の支払いや、傷病時や
出産時の給付をしています。近年の高齢化、生活環境の変化によ
り一人当たり給付費に増加傾向が見られます。

●保険給付費
　監督官庁から示された計算式と諸率で計算をした当健康保険組
合の前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等は全国の前期高
齢者医療費の増加や後期高齢者支援金の総報酬割による負担
の影響で今後増加が見込まれます。

●納付金

健康保険収入予算

健康保険料率負担割合

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

事業主 合計被保険者

健康保険収入
　　保険料
　　国庫負担金収入
調整保険料収入
繰入金
国庫補助金収入
財政調整事業交付金
雑収入

計

7,887,688
7,885,840

1,848
137,200
300,001
3,766
43,764
22,615

8,395,034

93.96
93.94
0.02
1.64
3.57
0.04
0.52
0.27

100.00

1000
47.5

1000
31.5

1000
79

（令和2年3月1日より適用）

介護保険料率負担割合
事業主 合計被保険者

1000
7.5

1000
7.5

1000
15

（令和2年3月1日より適用）

　予算総額は、12億2,622万円で令和1年度予算に比べて約1,735万円の増加となりました。 令和2年度は、納付金が全面総報酬
割になったことによる負担増の影響により、介護保険料率は15／1000 に変更になります。

　収入予算は、主に事業主及び介護保険第2号被保険者と特定
被保険者の皆さんからの介護保険料収入（11億7,621万円）です。
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還付金
積立金
予備費

計

1,186,007
99
1

40,109
1,226,216

96.72
0.00
0.00
3.28

100.00

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

　支出予算の主なものは、国から通知された介護納付金11億
8,601万円です。介護勘定は、健康保険組合が被保険者の皆さん
から介護保険料を徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ介護納
付金として納付するためのものです。令和1年度の介護勘定で生じ
る収入支出の残金は、最終的には令和1年度決算の組合会で決定
されますが、全額法定準備金に繰り入れる予定です。

令和２年度・令和１年度予算対比
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令和1年度

（百万円）

収
　入

（百万円）
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7,754
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健康保険料
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7,888

納付金
3,500

保険給付費
3,795
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0
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●介護保険料率について
　令和2年度の介護保険料率は、介護納付金が全面総報酬割（総報酬額に応じた負担）になったことによる負担増の影響
により、15／1000に変更になります。

●コラボヘルスについて
　令和2年度も事業主とのコラボヘルスとして、健康寿命の延伸を目的とした健康日本21の考えに基づき、第1次予防に
向けた取り組みに力を入れていきます。

●特定健診・特定保健指導について
　特定健診・特定保健指導の受診率・実施率向上に向けた取り組みをしていきます。

令和２年度の予算が、去る2月17日に開催された健康保険組合の組合会において可決承認され、監督官庁に
健保予算に係わる届出書を提出しました。監督官庁に提出した「一般勘定」と「介護勘定」、それぞれの令和２
年度予算について概要をお知らせします。

健康保険組合予算成立！令和2年度

健康保険（一般勘定）1 介護保険（介護勘定）2

令和2年度  任意継続被保険者の保険料のお知らせ
　横河電機健康保険組合の令和2年度の平均標準報酬月額は470,000円となりました。よって任意継続被保険者の令和2年度
標準報酬月額の上限は470,000円となりました。470,000円の場合の月額保険料は下記のとおりです。

＊任意継続被保険者の標準報酬月額は、退職時の標準報酬月額か前年度9月30日現在の当組合の平均標準報酬月額470,000円のいず
れか低い額となっています。

退職時の標準報酬月額が470,000円未満　　   　 退職時の標準報酬月額となります

退職時の標準報酬月額が470,000円以上　　   　 標準報酬月額は470,000円となります

標 準 報 酬 月 額

470,000円令和2年４月分保険料より

健 康 保 険 料

37,130円

介 護 保 険 料

7,050円

月 額 保 険 料

44,180円


